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役員報酬役員報酬役員報酬役員報酬のののの一部返上一部返上一部返上一部返上に関するに関するに関するに関するお知らせお知らせお知らせお知らせ    

 

当社は、平成 26年 3月 20日に発表いたしました平成 26年 3月通期の連結及び個別業績

について、当初予想数値を下回る見通しとなったことを真摯に受け止め、その責任を明確

にするため、以下のとおり役員の報酬の一部を自主返上することといたしましたので、お

知らせいたします。 

 

１．報酬返上の内容 

  代表取締役社長    福永 健司  報酬の 50% 

  取締役経営企画室長  船橋 泰   報酬の 20% 

  上記以外の取締役           報酬の 5%～10% 

 

２．報酬返上の期間 

  平成 26年 4月から平成 26年 6月までの間（3ヵ月） 

 

このたび公表いたしました業績予想の修正において、売上高が当初予想数値を約 14%下

回った主たる要因は、連結及び個別業績に関して CRO事業部門の売上高が計画に比し相当

に下回ったことにあります。これは、当初受注を予定していた大型案件が翌期以降にずれ

込んだこと、CRO事業に関する事業領域、規模及び顧客数の急激な拡大に対して人的資源

分散を起因として経営管理が一時的に十分に機能しなかったことが主要因であります。 

当期業績に関しましては極めて不本意な結果となり、株主の皆様には多大かつ不要なご

心配をおかけすることとなり、深くお詫び申し上げる所存です。 

しかしながら、CRO事業の受注獲得状況は下半期以降順調に推移しております。今期グ

ループ化により著しく拡大した事業規模は、来期につきましても、さらに成長を見込んで



おり、着実に事業規模・内容を拡充・拡大する計画であります。また、経営管理強化に関

しましては、事業買収初年度における一時的な事象であり、業績修正と同日リリースしま

したように CRO事業の連結子会社への集約により、強化・改善いたします。 

当社グループを取り巻く事業環境は厳しい中、当社グループは持続的な成長を遂げてお

ります。さらに、今期のグループ主要 2社（新薬リサーチセンター、ジェネティックラボ）

は期中グループ化のため今期業績貢献が限定的でありましたが、来期はその持続的成長に

大きく貢献する見込で、グループ一丸となって業績拡大を推進してまいります。 

なお、この 1 年で急激に拡大したグループ事業の方向性・展望について、決算発表前後

に中期経営計画を策定し開示する予定にしております。 

株主の皆様におかれましては引き続きご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

以上 


